
様式（１）-①

都市再生整備計画（第１回変更）

川越市
か わ ご え し

中心三駅
ち ゅ う し ん さ ん え き

周辺
しゅうへん

地区（第二期）

埼玉県　川越
かわごえ

市

令和５年２月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業

■



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 194.2 ha

令和 4 年度　～ 令和 8 年度 令和 4 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画　
都市機能配置の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

施設 R3年度 R8年度

人 R3年度 Ｒ8年度

人 R3年度 R8年度
一人あたり必要な避難面積を2㎡とした場合の一時避難可
能人数

災害時の一時避難可能人数 13,9309,480地区の防災力の強化

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都市機能誘導施設の立地数 地区内の都市機能誘導施設の立地数 都市機能の維持及び集積 27 31

地区内人口 地区内の人口 地区の魅力や価値の向上による居住誘導の進展 21,690 22,084

　本地区は、都心核として、県南西部地域の拠点都市にふさわしい都市機能施設を誘導する。具体的には、高い利便性の立地を活かし、大型商業施設や病院を維持・誘導するほか、ホテルや生涯学習施設、高齢者・障害者・子育て支援施設を誘導する。

なし

都道府県名 埼玉県 川越
かわごえ

市 川越市中心三駅周辺
かわごえしちゅうしんさんえきしゅうへん

地区（第二期）

計画期間 交付期間 8

公的不動産活用を中心とした、居心地の良いまち、安全なまち、誰もがいつまでも住みたくなるまちの実現
　・都市機能の維持及び集積
　・地区の魅力や価値の向上
　・地区の防災力の強化

　本地区は、川越駅・本川越駅・川越市駅の三駅周辺を中心に商業業務地として発展し、本市中心市街地の一部を構成している。これまでも認定中心市街地活性化基本計画や都市計画マスタープランを策定し、中心市街地の活性化や都市基盤整備を進めてきた。
　近年では、人口減少と少子高齢化を見据え持続可能な都市経営を可能とするべく、コンパクト・プラス・ネットワークの形成に向けて、立地適正化計画及び都市・地域総合交通戦略を策定し、都心核（都市機能誘導区域）として、低未利用の公的不動産活用による都市
機能誘導施設の整備、同施設へのアクセス性向上のための道路等都市基盤の整備、交通結節点整備による公共交通の維持・強化、これらによる多世代の居住誘導を推進してきた。
　今後も引続き都市機能の集積及び維持、都市機能へのアクセス性向上、多世代の居住誘導を推進するほか、新たに、with/afterコロナのまちづくりを見据えた歩行空間の改善と回遊性の向上やゆとりあるオープンスペースの確保、防災力の強化を推進する必要が
生じている。

・都市機能誘導区域として既存都市機能の維持と更なる集積が求められている。
・都市機能誘導施設へのアクセス機能（道路等）整備がまだ不十分である。
・with/afterコロナのまちづくりを見据えた、歩行空間改善による回遊性の向上やゆとりあるオープンスペースの確保が求められている。
・災害時に一時避難等が可能な場所が不足している。
・低未利用の公的不動産の利活用が求められている。

【第四次川越市総合計画】
・本地区に関しては、広域的な集客力を持つ中核的な商業・業務地として都市基盤（交通結節点、都市計画道路、交差点等）の整備を進めるとしている。特に川越駅西口地区は多様な都市機能を集約し新たな拠点の形成を図るとしている。
【川越市都市計画マスタープラン】
・本地区に関しては、回遊性の高い、魅力と広がりのある、県南西部地域の広域商業業務拠点の形成を図るとしている。
【川越市立地適正化計画】
・本地区に関しては、県南西部地域の拠点都市にふさわしい都市機能施設を誘導し、拠点都市形成に資する都市基盤整備（歩行空間整備による回遊性の向上や健康推進等）を推進するとしている。
【川越市都市・地域総合交通戦略】
・本地区に関しては、地域核とを結ぶ基幹的公共交通の維持・強化と人々の活力を生み出す、歩いて楽しい魅力的な中心市街地の形成を図るとしている。

　本市は、古くから埼玉県南西部地域における産業、経済、文化、観光などの中核都市として発展してきたが、今後の人口減少、高齢化の進展による人口構成の変化に対応した持続可能な集約型都市構造への移行が求められている。
　具体的には、これまでの人口増加を前提とし拡大されてきた市街地の適正規模化による人口密度の維持、中心市街地等の都心核やその他鉄道駅周辺の地域核における都市機能の維持・強化、これら都心核と地域核を結ぶ公共交通の維持・強化、低未利用の公
的不動産の活用を軸とした公共施設の適切なマネジメント等を図り、持続可能な「コンパクト・プラス・ネットワーク」の形成を目指す。



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

【地区の防災力の強化】
・川越地方庁舎跡地を活用した防災機能を有する広場の整備
・緊急輸送道路や避難路となる周辺道路網の整備
・立地適正化計画の改定（防災指針の策定等）

・市道０００９号線（道路）
・市道１５２６号線（道路）
・（仮称）新宿町１丁目広場（地域生活基盤施設）
・都市計画道路川越所沢線（関連事業／川越市）
・立地適正化計画改定（提案事業／川越市）

【まちづくりの住民参加】
・本地区内の川越駅西口周辺においては、都市拠点形成の進展を契機として、地元の自治会・商店街・事業者、商工会議所、まちづくり会社、市からなるエリアマネジメントワーキンググループ会議が発足し、エリアマネジメントの取組みに向けた検討が
進められている。

【その他】
・第一期計画において、道路・地域生活基盤施設・高質空間形成施設（道路網、交通結節点）や中心拠点誘導施設（都市機能誘導施設として障害者基幹相談支援センター、乳幼児一時預かり施設、こども送迎センター、地域包括支援センター）の整備を
行った。

方針に合致する主要な事業
【都市機能の維持及び集積】
・川越駅西口市有地利活用事業による都市機能誘導施設等の維持・誘導
・子育て安心施設を活用した都市機能誘導施設の維持運営
・その他、立地適正化計画の運用及び公的不動産活用による都市機能の誘導
・都市機能施設周辺の道路整備等によるアクセス性の向上

・市道０００９号線（道路）
・市道１５２６号線（道路）
・川越駅西口市有地利活用事業（関連事業／川越市・民間）
・子育て安心施設運営事業（関連事業／川越市・民間）
・都市計画道路川越所沢線（関連事業／川越市）
・市道１３１１号線（関連事業／川越市）
・市道０００９号線（(都)中央通り線）（関連事業／川越市）

【地区の魅力や価値の向上】
・道路整備等による歩行空間の改善と回遊性の向上
・川越地方庁舎跡地を活用したゆとりあるオープンスペースの確保

・市道０００９号線（道路）
・市道１５２６号線（道路）
・（仮称）新宿町１丁目広場（地域生活基盤施設）
・都市計画道路川越所沢線（関連事業／川越市）
・連雀町新富町通線（関連事業／川越市）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 川越市 直 180m 30 8 4 8 81 60 60 0 60 －

道路 川越市 直 250m 29 8 5 8 365 335 335 0 335 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 川越市 直 11,800㎡ 6 7 6 7 180 180 180 0 180 －

高質空間形成施設

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 626 575 575 0 575 ― …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

川越市 直 5 6 5 6 19 19 19 19

合計 19 19 19 0 19 …B

合計(A+B) 594
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

市道1526号線

事業 事業箇所名

住宅市街地総合整備事業

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

事業活用
調査

まちづくり活
動推進事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

立地適正化計画改定

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

（仮称）新宿町１丁目広場

交付対象事業費 594 交付限度額 297.0 国費率 0.5

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
市道0009号線

統合したB／Cを記入してください



（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
川越市・民間 8,519.58㎡ ○ ○ H26 － －

川越市・民間 厚生労働省 570.31㎡ ○ R3 － －

川越市 国土交通省 340m ○ H27 R6 1,633

川越市 国土交通省 120m ○ H28 R4 82

川越市 国土交通省 350m ○ R2 R4 63

川越市 1箇所 ○ R3 R5 84

合計 3,224

都市計画道路川越所沢線 新宿町1丁目

（いずれかに○） 事業期間

川越駅西口市有地利活用事業 川越駅西口市有地

子育て安心施設運営事業 中原町2丁目

事業主体 所管省庁名 規模事業箇所名 全体事業費事業

市道0009号線（(都)中央通り線） 新富町2丁目

連雀町新富町通線 連雀町・新富町1丁目

市道1311号線（交差点改良） 中原町2丁目



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

川越市中心三駅周辺地区（第二期）（埼玉県川越市） 面積 194.2 ha 区域
新宿町1丁目、新宿町2丁目、脇田本町、脇田町、菅原町、通町、新富町1丁目、新富町2丁目、西小仙波町1
丁目、中原町1丁目、中原町2丁目、六軒町1丁目の全部と旭町1丁目、富士見町、南通町、西小仙波町2丁
目、小仙波町1丁目、小仙波町5丁目、久保町、松江町1丁目、連雀町、田町の一部

圏央鶴ヶ島ＩＣ

ＪＲ川越線

的場駅

鶴ヶ島ＪＣＴ

凡 例

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

霞ヶ関駅

笠幡駅

鶴ヶ島駅

西川越駅

新河岸駅

川越ＩＣ

南大塚駅

南古谷駅

川越市駅 本川越駅

川越駅

川越市中心三駅周辺地区（第二期）

１９４．２ha

ウェスタ川越

川越市役所



都市機能誘導施設の立地数 （ 施設 ） 27 （　R3年度） → 31 （　R8年度）

地区内人口 （　人　） 21,690 （　R3年度） → 22,084 （　R8年度）

災害時の一時避難可能人数 （　人　） 9,480 （　R3年度） → 13,930 （　R8年度）

川越市中心三駅周辺地区（第二期）（埼玉県川越市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

公的不動産活用を中心とした、居心地の良いまち、安全なまち、誰もがいつまでも住みたくなるまちの実現

　・都市機能の維持及び集積

　・地区の魅力や価値の向上

　・地区の防災力の強化

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

N

西部地域振興
ふれあい拠点施設

■基幹事業
市道1526号線（道路）

■基幹事業
（仮称）新宿町１丁目広場（地域生活基盤施設）

○関連事業
市道0009号線（(都)中央通り線）

○関連事業
連雀町新富町通線

○関連事業
市道1311号線

○関連事業
川越駅西口市有地利活用事業

川越市役所中央図書館

川越駅東口図書館

○関連事業
都市計画道路川越所沢線

○関連事業
子育て安心施設運営事業

0m        200m                   600m

■基幹事業
市道0009号線（道路）

川越市産業観光館

川越市中心三駅周辺地区（第二期）

１９４．２ha

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

■提案事業
立地適正化計画改定（地域創造支援事業）


